
接地気層での海風前線の観測皿．海風の侵入に伴う乱流統計量の変化

徴的な変化を示した．その変化の特徴は以下のようにま

とめることができる．

　（1）海風前線の侵入直前直後には顕著な鉛直下降流と

上昇流が存在することがあり，空気流の発散・収束を伴

う．

　（2）海風の侵入は，低高度での乱れのスケールの大き

さに影響を与える．

　（3）前線通過後の海風域において，低高度でのウイソ

ドシアーの増加はエネルギー消散率を増加させる．

　これらの結果は海風が侵入する前後の短い時間帯に，

極めて非定常な乱れの場が構成されていることを示唆し

ている．
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第38回風に関するシンポジウム講演募集

共催：地震学会，土木学会，日本海洋学会，日本気象学

　　　会，日本建築学会（幹事学会），日本航空宇宙学

　　　会，日本地理学会，日本農業気象学会，日本林学

　　　会，日本流体力学会，日本風工学会

期日：1992年3月6日（金）

会場：京都大学防災研究所　D－570室

講演募集：

　　①応募者は，A4判用紙1枚に題目・講演者氏名（連

　　　名の場合講演者に○印）・所属学会・勤務先・電

　　　話番号・論文梗概（100字程度）を記入し必ず郵送

　　　で応募する．

　　②講演応募締切りは，1月10日（金）（消印有効）

講演開催要領：

　　①講演時間は，1講演15分程度（応募題数により変

　　　更もある）

　　②スライド・OHPの使用は可．

　　③前刷集は作成しない．

　　④プログラムは建築雑誌2月号に掲載予定．

懇親会：講演終了後，考えております．

申込み・問合せ：日本建築学会

　　　　　　　　　　　風に関するシンポジウム係

1991年12月 33


